
は
じ
め
に

九
条
家
本
延
喜
式
は
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
の
各
種
文
書
や
書
状
の

紙
背
を
利
用
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
文
書
群
は
そ
の
性
格
と
年
代
が
巻

毎
に
異
な
っ
て
お
り
数
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
こ
と
、
延
喜
式
本
文
の
筆
跡
も

同
様
に
分
類
で
き
る
こ
と
か
ら
、
十
世
紀
末
〜
十
一
世
紀
後
半
に
か
け
て
段
階
的

に
反
故
紙
が
家
司
等
の
関
係
者
に
よ
っ
て
摂
関
家
に
持
ち
込
ま
れ
、
そ
の
紙
背
を

利
用
し
て
延
喜
式
が
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
鹿
内
浩
胤
氏
ら
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
て
い（
１
）

る
。

こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
巻
二
十
八
紙
背
「
清
胤
王
書
状
」（『
平
安
遺
文
』
二
九
〇
〜

二
九
八
号
）、
巻
十
一
紙
背
「
長
徳
四
年
国
郡
郷
未
詳
戸
籍
」（『
平
安
遺
文
』
四
五

七
七
号
）・「
寛
弘
元
年
讃
岐
国
戸
籍
」（『
平
安
遺
文
』
四
三
七
号
）、
巻
十
六
・
二

十
・
三
十
二
・
三
十
八
紙
背
「
上
野
国
交
替
実
録
帳
」（『
平
安
遺
文
』
四
六
〇
九
号
）、

巻
八
紙
背
「
紀
伊
国
郡
許
院
収
納
所
進
未
勘
文
」（『
平
安
遺
文
』
六
七
二
号
）、
巻

二
紙
背
「
丹
波
国
高
津
郷
司
解
」（『
平
安
遺
文
』
八
七
九
・
八
八
六
・
八
九
三
・
八

九
四
号
）、
巻
九
・
十
紙
背
「
出
雲
国
正
税
返
却
帳
」（『
平
安
遺
文
』
一
一
六
一
号
）

な
ど
、
十
〜
十
一
世
紀
の
国
衙
関
係
文
書
が
み
ら
れ
る
。
古
代
中
世
転
換
期
で
あ

る
こ
の
時
期
の
国
司
や
在
地
支
配
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
検
討
で
き
る
史
料
と
し

て
注
目
さ
れ
、
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
そ
れ
ら
の
史
料
的
性
格
、
お
よ
び
誰
に
よ
っ
て
摂
関
家
周
辺
に
持
ち
込
ま

れ
た
の
か
と
い
う
検
討
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。「
出
雲
国
正
税
返
却
帳
」
に
つ
い
て

は
旧
稿
に
お
い
て
、
藤
原
師
実
・
師
通
の
家
司
で
あ
る
藤
原
行
房
の
出
雲
守
任
中

の
公
文
勘
済
の
た
め
に
、
受
領
功
過
定
に
先
立
つ
承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）
十
二

月
末
日
付
で
作
成
、
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し（
２
）

た
。「
清
胤
王
書

状
」
は
、
寺
内
浩
・
北
條
秀
樹
両
氏
に
よ
り
康
保
三
年
（
九
六
六
）
に
周
防
前
守

（
姓
名
未
詳
）
か
ら
指
示
を
受
け
て
京
で
公
文
勘
会
等
の
業
務
に
あ
た
っ
た
清
胤
王

が
、
周
防
国
に
い
る
前
守
に
宛
て
て
送
っ
た
書
状
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ（
３
）
た
。

「
上
野
国
交
替
実
録
帳
」
は
新
任
の
上
野
介
藤
原
良
任
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る

九
条
家
本
延
喜
式
紙
背
の
国
衙
関
係
文
書
と
国
司

＊
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（
４
）

が
、
良
任
は
、
藤
原
道
長
の
子
頼
宗
の
子
で
道
長
の
養
子
と
も
な
っ
た
兼
頼
に
近

い
人
物
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い（
５
）
る
。「
紀
伊
国
郡
許
院
収
納
所
進
未
勘
文
」

は
紀
伊
守
で
藤
原
頼
通
の
家
司
で
も
あ
っ
た
平
定
家
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
と
推

測
さ
れ
て
い（
６
）
る
。

一
方
、「
丹
波
国
高
津
郷
司
解
」
に
つ
い
て
は
、
中
込
律
子
氏
が
天
喜
五
年

（
一
〇
五
七
）
に
丹
波
守
だ
っ
た
橘
俊
綱
に
よ
っ
て
京
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
と（
７
）
し
、
鹿
内
浩
胤
氏
は
、
藤
原
頼
通
の
家
司
で
、
天
喜
五
年
か
ら
康
平
四
年

（
一
〇
六
一
）
ま
で
丹
波
権
介
だ
っ
た
中
原
師
平
に
よ
っ
て
反
故
に
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
も
し
て
い
る
。

ま
た
「
長
徳
四
年
国
郡
郷
未
詳
戸
籍
」、
年
国
郡
郷
未
詳
戸（
８
）
籍
、「
寛
弘
元
年
讃
岐

国
戸
籍
」
に
つ
い
て
は
、
田
中
稔
氏
が
、
朝
廷
に
お
い
て
六
年
ご
と
に
行
わ
れ
た

諸
国
よ
り
の
戸
籍
造
進
の
儀
式
の
た
め
に
書
写
さ
れ
た
「
儀
礼
の
た
め
に
作
ら
れ

た
文
書
」
だ
と
し（
９
）

た
。
橋
倉
雄
二
氏
は
、「
長
徳
四
年
国
郡
郷
未
詳
戸
籍
」
は
戸
籍

そ
の
も
の
で
は
な
く
戸
籍
を
も
と
に
国
段
階
以
下
で
作
成
さ
れ
た
二
次
文
書
だ
と

し（
１０
）
た
。
史
料
の
性
格
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
部
分
で
も
見
解
が
相
違
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
点
、
史
料
的
性
格
そ
の
も
の
が
不
明
な
点

も
少
な
く
な
い
。
ま
た
摂
関
家
と
つ
な
が
り
の
深
い
受
領
層
に
か
か
わ
る
も
の
で

あ
ろ
う
と
指
摘
は
さ
れ
て
い
て
も
、
個
々
の
受
領
と
の
関
係
の
分
析
が
必
ず
し
も

具
体
的
に
深
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
に
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
紀
伊
国
郡
許

院
収
納
所
進
未
勘
文
丹
波
国
高
津
郷
司
解
、
戸
籍
類
を
中
心（
１１
）
に
、
受
領
・
国
司
、

家
司
お
よ
び
道
長
、
頼
通
ら
と
の
関
係
を
具
体
的
に
分
析
し
た
い
。

一

紀
伊
国
郡
許
院
収
納
所
進
未
勘
文
と
紀
伊
国
司

（
１
）
紀
伊
国
郡
許
院
収
納
所
進
未
勘
文

九
条
家
本
延
喜
式
巻
八
は
全
二
一
紙
か
ら
な
り
、
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）・
四

年
の
紀
伊
国
郡
許
院
収
納
所
進
未
勘
文
と
称
さ
れ
る
文
書
断
簡
の
紙
背
を
利
用
し

て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
薗
田
香
融
氏
に
よ
り
断
簡
が
復
原
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
紀
伊

国
名
草
郡
郡
許
院
収
納
所
の
作
成
年
月
日
不
詳
の
永
承
三
年
収
納
米
帳
（
丙
帳
）、

永
承
四
年
八
月
二
十
一
日
付
収
納
米
帳
進
未
勘
文
（
甲
帳
）、
甲
帳
以
降
作
成
の
収

納
米
帳
進
未
勘
文
（
乙
帳
）
の
三
通
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
乙
帳
は
甲
帳
の
未
進
額

を
起
点
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
前
提
と
な
る
も
の
が
丙
帳
だ
と
考
え

ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
名
結
解
を
集
計
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
各
負

名
の
返
抄
と
と
も
に
国
司
に
提
出
さ
れ
、
勘
査
の
の
ち
税
所
に
下
さ
れ
、
こ
れ
を

も
と
に
未
進
沙
汰
が
行
わ
れ
た
と
し（
１２
）
た
。

し
か
し
中
込
律
子
氏
は
甲
帳
の
未
進
、
乙
帳
の
所
進
、
丙
帳
の
未
進
の
記
載
額

が
個
々
の
負
名
に
つ
い
て
み
た
場
合
に
対
応
し
な
い
点
に
着
目
し
、
名
結
解
を
集

計
し
て
作
成
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
個
々
の
負
名
の
進
未
沙
汰
は

行
い
え
な
い
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
本
文
書
の
作
成
目
的
は
、
官
物
の
進
納
が
所

定
の
物
品
で
所
定
の
機
関
に
所
定
の
換
算
値
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
上
申
し
勘

査
を
受
け
る
こ
と
だ
っ
た
と
し
た
。
つ
ま
り
在
地
レ
ベ
ル
の
収
納
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
対
中
央
貢
納
物
の
納
入
の
際
や
そ
の
他
国
内
に
お
け
る
国
衙

の
用
途
の
決
定
、
こ
れ
以
後
の
賦
課
品
目
・
上
人
の
決
定
な
ど
の
国
衙
レ
ベ
ル
の

財
政
運
営
の
資
料
と
し
て
の
機
能
が
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ（
１３
）
る
。

こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
京
送
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
乙
帳
の
首

に
は
墨
で
二
行
に
わ
た
っ
て
「
下
税
所
／
留
守
目
代
中
原
（
花
押
）」、
本
文
二
行

九
条
家
本
延
喜
式
紙
背
の
国
衙
関
係
文
書
と
国
司

二



目
の
下
部
余
白
に
朱
で
二
行
に
わ
た
っ
て
「
勘
申
大
判
官
紀
（
花
押
）／
目
代
明
法

生
中
原
」
と
、
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
甲
帳
・
乙
帳
・
丙
帳
の
ほ
ぼ
す
べ

て
の
記
載
に
対
し
て
朱
と
墨
の
訂
正
と
合
点
が
附
さ
れ
て
い
る
。
墨
の
訂
正
、
合

点
は
、
朱
の
訂
正
部
分
に
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
朱
の
訂
正
、
合
点
の
後
で
、
再

度
照
合
作
業
が
行
わ
れ
、
墨
の
訂
正
、
合
点
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。し

た
が
っ
て
郡
許
院
収
納
所
で
作
成
、
提
出
さ
れ
た
各
文
書
は
目
代
か
ら
税
所

に
下
さ
れ
、
照
合
が
行
わ
れ
、
国
司
に
勘
申
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
照
合
は

二
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
中
込
氏
の
指
摘
し
た
本
文
書
の
機
能

か
ら
す
れ
ば
、
国
司
の
任
終
に
際
し
て
交
替
の
た
め
の
資
料
と
し
て
税
所
に
保
管

さ
れ
て
い
た
一
任
分
を
ま
と
め
て
京
送
し
た
の
で
は
な
く
、
任
中
の
執
務
の
必
要

か
ら
乙
帳
が
作
成
さ
れ
た
時
点
で
同
年
分
三
通
を
セ
ッ
ト
に
し
て
国
司
に
許
に
進

め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
紀
伊
守
平
定
家

で
は
そ
れ
が
な
ぜ
九
条
家
本
延
喜
式
の
書
写
に
利
用
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
前
述
の
よ
う
に
こ
の
と
き
の
紀
伊
守
平
定
家
に
関
係
す
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
少
し
具
体
的
な
事
情
を
検
討
し
て
み
た
い
。

永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
時
点
で
紀
伊
守
が
平
定
家
だ
っ
た
こ
と
は
、『
宇
治
関

白
高
野
山
御
参
詣（
１４
）
記
』
永
承
三
年
十
月
十
八
日
条
に
「
召
国
司
定
家
、
賜
御
馬
一
疋
、

〔
鵜
毛
〕」、『
春
記
』
永
承
五
年
三
月
六
日
条
に
「
紀
伊
前
守
定
家
」
と
み
え
る
こ

と
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
治
暦
三
年
（
一
〇
六
七
）
二
月
六
日
付
「
太
政

官
符
案
」（『
平
安
遺
文
』
一
〇
一
六
号
）
に
よ
る
と
、
永
承
二
年
十
二
月
十
五
日

時
点
で
定
家
は
す
で
に
紀
伊
守
だ
っ
た
こ
と
、
定
家
の
後
任
が
藤
原
貞
職
だ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
永
承
五
年
三
月
に
は
前
紀
伊
守
と
み
え（
１５
）
る
の

で
、
そ
れ
ま
で
に
定
家
か
ら
貞
職
に
紀
伊
守
が
交
替
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

郡
許
院
収
納
所
進
未
勘
文
が
対
象
と
し
て
い
る
永
承
三
年
は
ま
た
関
白
藤
原
頼

通
の
高
野
山
参
詣
が
行
わ
れ
た
年
だ
っ
た
。『
宇
治
関
白
高
野
山
御
参
詣
記
』
に
よ

れ
ば
、
頼
通
は
十
月
十
一
日
に
京
を
発
ち
、
十
三
日
に
高
野
政
所
に
到
着
し
、
十

四
・
十
五
日
に
奥
院
、
十
六
日
に
御
影
堂
を
参
拝
し
た
。
そ
の
後
、
十
七
日
に
は

紀
の
川
を
下
っ
て
粉
河
寺
に
参
拝
し
、
十
八
日
に
和
歌
の
浦
、
吹
上
浜
を
遊
覧
し

た
。
そ
し
て
和
泉
国
日
根
、
四
天
王
寺
、
江
口
・
神
崎
な
ど
を
経
て
二
十
日
に
帰

京
し
て
い
る
。
権
中
納
言
源
隆
国
・
藤
原
経
輔
ら
公
卿
を
は
じ
め
二
十
数
人
以
上

が
供
奉
す
る
も
の
だ
っ
た
。

頼
通
が
高
野
山
や
紀
伊
国
内
を
巡
る
間
、
平
定
家
は
紀
伊
国
司
と
し
て
供
給
奉

仕
に
は
げ
ん
で
い
る
。
高
野
政
所
に
お
け
る
鋪
設
装
束
、
粉
河
寺
・
和
歌
の
浦
へ

紀
ノ
川
を
下
る
船
の
用
意
―
そ
れ
は
上
部
に
屋
形
を
構
え
、
種
々
の
設
備
、
装
飾

が
施
さ
れ
、「
殊
尽
華
美
」
し
た
も
の
だ
っ
た
―
、
粉
河
寺
の
誦
経
僧
ら
に
対
す
る

施
物
米
三
十
石
、
頼
通
ら
に
対
す
る
菓
子
・
酒
の
献
上
、
吹
上
浜
・
和
歌
の
浦
遊

覧
に
使
う
馬
の
提
供
、
桧
破
子
荷
の
献
上
な
ど
で
あ
っ
た
。
前
述
の
鵜
毛
馬
一
疋

の
定
家
へ
の
賜
与
は
、
こ
れ
ら
の
奉
仕
に
対
す
る
も
の
だ
っ
た
。

定
家
が
高
野
山
参
詣
に
奉
仕
し
た
の
は
、
一
つ
に
は
紀
伊
国
司
と
し
て
で
あ
る

（
１６
）
が
、
一
つ
に
は
家
司
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。
定
家
が
頼
通
家
司
と
し

て
明
確
に
記
さ
れ
る
の
は
、『
定
家
朝
臣（
１７
）
記
』
康
平
五
年
（
一
〇
六
二
）
八
月
二
十

九
日
条
で
、
頼
通
の
木
幡
詣
に
お
い
て
、
家
司
三
人
の
う
ち
一
人
と
し
て
そ
の
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
以
前
、
紀
伊
守
の
任
を
離
れ
た
直
後
と
推
測
さ

れ
る
永
承
五
年
三
月
に
は
、
頼
通
臨
席
の
も
と
行
わ
れ
た
高
陽
院
に
お
け
る
御
堂

供
養
の
行
事
を
勤（
１８
）

め
、
ま
た
『
定
家
朝
臣
記
』
に
よ
れ
ば
、
天
喜
六
年
（
康
平
元
、
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一
〇
五
八
）
二
月
五
日
の
中
納
言
藤
原
師
実
の
着
座
、
同
三
年
七
月
十
七
日
の
師

実
の
内
大
臣
就
任
に
と
も
な
う
任
大
臣
大
饗
な
ど
に
、
家
司
か
そ
れ
に
準
ず
る
立

場
で
頼
通
や
師
実
に
奉
仕
し
て
い
る
姿
が
み
え
る
。
そ
も
そ
も
現
存
の
『
定
家
朝

臣
記
』
の
記
事
自
体
が
頼
通
、
師
実
と
そ
の
一
族
に
関
す
る
も
の
の
み
で
あ
り
、

定
家
の
家
司
的
な
位
置
づ
け
が
一
貫
し
て
み
て
と
れ（
１９
）
る
。

（
３
）
平
定
家
と
九
条
家
本
延
喜
式
の
料
紙

以
上
の
よ
う
な
紀
伊
国
郡
許
院
収
納
所
進
未
勘
文
の
性
格
と
平
定
家
に
つ
い
て

の
検
討
か
ら
、
同
文
書
の
紙
背
が
九
条
家
本
延
喜
式
の
書
写
料
紙
と
し
て
使
用
さ

れ
る
契
機
が
平
定
家
に
あ
っ
た
と
す
る
中
込
律
子
、
鹿
内
浩
胤
氏
の
指
摘
に
は
従

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
お
き
た
い
の
が
、
本
文
書
を
紙
背
に
し
た
巻
八
と

同
筆
（
鹿
内
論
文
、
筆
跡
Ｅ
）
で
書
写
さ
れ
て
い
る
と
す
る
他
の
巻
の
紙
背
文
書

で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
大
き
く
次
の
五
つ
に
分
類
で
き
る
。

�
巻
一
、
永
延
元
年
（
九
八
七
）〜
正
暦
二
年
（
九
九
一
）
こ
ろ
の
衛
門
府
・

検
非
違
使
関
係
文
書
。

�
巻
四
・
十
二
・
三
十
・
三
十
一
・
三
十
九
、
長
元
年
間
（
一
〇
二
八
〜
三

六
）
を
中
心
と
し
た
衛
門
府
・
検
非
違
使
関
係
文
書
、
書
状
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
も
の
。

�
巻
十
六
・
二
十
・
三
十
二
・
三
十
六
・
三
十
八
、
上
野
国
交
替
実
録
帳
を

含
む
も
の
。

�
巻
七
（
甲
本
）・
巻
八
、
永
承
三
年
の
具
注
暦
お
よ
び
紀
伊
国
郡
許
院
進
未

勘
文
。

�
巻
十
三
・
十
五
・
二
十
一
・
二
十
九
、
白
紙
（
紙
背
文
書
な
し
）。

紙
背
文
書
に
は
六
十
年
以
上
の
幅
が
あ
り
、
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
た
反
故
紙
を
利

用
し
て
、
永
承
四
年
以
降
の
あ
る
時
期
に
一
度
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
し
か
し
紙
背
文
書
の
時
期
や
内
容
の
偏
り
か
ら
ス
ト
ッ
ク
は
段
階
的
に
な
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
ご
と
に
事
情
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
か
で
も
長
元
年
間
の
検
非
違
使
関
係
文
書
が
集
中
的
に
使
わ
れ
て
お
り
、
と
く

に
巻
四
・
三
十
九
は
年
代
の
判
明
す
る
文
書
の
ほ
と
ん
ど
が
長
元
八
（
一
〇
三
五
）・

九
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ（
２０
）
る
。

検
非
違
使
関
係
文
書
が
利
用
さ
れ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
河
音
能
平
氏
が
、

別
当
だ
っ
た
源
隆
国
が
廃
棄
さ
れ
た
文
書
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
し（
２１
）
た
。

こ
れ
に
対
し
て
鹿
内
浩
胤
氏
は
、
検
非
違
使
庁
を
実
質
的
に
運
営
し
て
い
た
の
が

権
佐
だ
っ
た
と
す
る
宮
崎
康
充
氏
の
指（
２２
）
摘
を
受
け
て
、
頼
通
の
家
司
で
も
あ
っ
た

藤
原
隆
佐
か
平
範
国
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
を
示
し
た
。
藤
原
隆
佐
は

長
元
五
年
二
月
か
ら
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）
正
月
ま
で
左
衛
門
権
佐
・
検
非
違

使
で
あ
り
、
平
範
国
は
長
元
九
年
か
ら
長
暦
元
年
に
右
衛
門
権
佐
・
検
非
違
使
で

あ
っ（
２３
）
た
。
範
国
は
『
宇
治
関
白
高
野
山
御
参
詣
記
』
の
記
者
で
も
あ
り
、
高
野
山

参
詣
で
は
伊
予
守
と
い
う
受
領
と
し
て
多
大
な
奉
仕
も
し
て
い（
２４
）
る
。
そ
の
範
国
の

弟
で
定
家
の
父
、
平
行
親
も
ま
た
右
衛
門
権
佐
・
検
非
違
使
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

注
目
さ
れ
る
。

行
親
は
、
蔵
人
、
左
衛
門
尉
、
検
非
違
使
を
兼
官（
２５
）
し
、
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）

に
上
東
門
院
判
官（
２６
）
代
、
長
暦
元
年
に
は
少
納
言
に
な
っ
て
い（
２７
）
た
。
ま
た
陽
明
文
庫
本

『
親
信
記
』
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
の
奥
書
に
は
、

長
承
二
年
二
月
二
八
日
、
以
左
中
弁
〔
実
親
〕
朝
臣
本
〔
故
右
衛
門
権
佐
行

親
御
手
跡
〕
書
写
畢
、
件
御
記
正
本
〔
折
紙
上
下
〕
伝
来
給
事
中
殿
、
而
去

保
安
元
年
十
二
月
五
日
、
四
条
亭
炎
上
為
灰
燼
畢
、
依
為
家
之
重
宝
、
借
請

九
条
家
本
延
喜
式
紙
背
の
国
衙
関
係
文
書
と
国
司

四



彼
之
秘
本
重
所
写
取
也
、

中
宮
権
少
進
平
信（
２８
）
範

と
み
え
、
行
親
が
右
衛
門
権
佐
だ
っ
た
こ（
２９
）
と
、
行
親
が
祖
父
親
信
の
日
記
（
親
信
記
）

を
書
写（
３０
）
し
、
そ
れ
が
曾
孫
の
実
親
の
も
と
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右

衛
門
権
佐
だ
っ
た
時
期
は
長
暦
元
年
か
ら
二
年
こ
ろ
で
、
検
非
違
使
も
兼
帯
し
て

い
た
と
さ
れ（
３１
）
る
。
現
存
す
る
長
暦
元
年
の
『
行
親
記
』
の
記
事
も
朝
廷
の
儀
式
の

ほ
か
、
中
宮
禎
子
内
親
王
に
関
す
る
記
事
、
検
非
違
使
関
係
の
記
事
に
大
別
で
き
、

と
く
に
閏
四
月
十
四
日
条
の
推
問
使
申
請
定
、
五
月
十
五
日
条
の
大
宰
府
推
問
使

下
向
の
こ
と
、
同
月
二
十
日
条
の
前
但
馬
守
則
理
罪
名
の
こ
と
、
十
月
二
十
七
日

条
の
女
房
殺
傷
事
件
の
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い（
３２
）
る
。
こ
の
行
親
の
右
衛
門
権

佐
・
検
非
違
使
の
時
期
が
、
九
条
家
本
延
喜
式
紙
背
文
書
に
み
え
る
検
非
違
使
関

係
文
書
の
下
限
長
元
九
年
の
翌
年
で
あ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
る
。

行
親
が
長
暦
二
年
こ
ろ
に
右
衛
門
権
佐
だ
っ
た
こ
と
、
行
親
が
多
く
の
記
録
を

書
写
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
多
量
の
料
紙
が
必
要
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
子

の
定
家
の
紀
伊
守
時
代
の
進
未
勘
文
紙
背
も
同
筆
跡
の
延
喜
式
の
書
写
に
同
時
に

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
行
親
が
自
身
の
各
種
書
写
に
利
用
す
る
た

め
前
任
者
以
前
の
時
期
の
文
書
を
あ
る
程
度
ま
と
め
て
反
故
紙
と
し
て
持
ち
帰
り
、

そ
れ
ら
を
伝
え
ら
れ
た
定
家
が
、
自
身
が
関
係
す
る
反
故
文
書
と
と
も
に
延
喜
式

書
写
料
紙
と
し
て
提
供
し
た
と
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

高
棟
流
平
氏
は
範
国
の
子
孫
と
行
親
・
定
家
の
子
孫
の
二
つ
の
家
に
分
か
れ
な

が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
日
記
の
作
成
、
書
写
、
蓄
積
、
伝
来
を
通
じ
、
か
つ
摂
関
家

家
司
と
し
て
摂
関
家
と
と
も
に
複
合
的
な
「
日
記
の
家
」
を
形
成
し
て
い
っ
た
と

さ
れ（
３３
）
る
。
必
然
的
に
「
日
記
の
家
」
は
多
量
の
料
紙
を
必
要
と
し
た
は
ず
で
、
こ

こ
に
反
故
紙
が
集
積
、
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
る
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
。

た
だ
し
検
非
違
使
関
係
文
書
が
彼
ら
だ
け
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
と
は

限
ら
な
い
こ
と
は
、
巻
十
二
の
紙
背
を
み
て
も
わ
か
る
。
紙
背
の
十
八
通
の
文
書
の

う
ち
、
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）〜
長
元
四
年
の
衛
門
府
・
検
非
違
使
関
係
文
書
が

少
な
く
と
も
八
通
認
め
ら
れ
る（
３４
）
が
、
そ
の
ほ
か
に
治
安
四
年
（
万
寿
元
、
一
〇
二
四
）

三
月
七
日
「
多
武
峯
妙
楽
寺
解
」（『
平
安
遺
文
』
四
九
六
号
）
の
よ
う
に
頼
通
家

政
所
宛
の
文
書
な（
３５
）
ど
、
頼
通
の
家
政
機
関
か
家
司
の
も
と
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
た
と
み

ら
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
反
故
紙
の
集
積
過
程
は
複
合
的
に
分
析
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

二

丹
波
国
高
津
郷
司
解
と
丹
波
国
司

（
１
）
丹
波
国
高
津
郷
司
解
の
史
料
的
性
格

九
条
家
本
延
喜
式
巻
二
は
全
一
七
紙
か
ら
な
り
、
丹
波
国
高
津
郷
司
解
断
簡
の

紙
背
を
利
用
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
断
簡
は
年
欠
の
Ａ
帳
（『
平
安
遺
文
』

八
九
四
号
）、
天
喜
五
年
（
一
〇
五
七
）
十
二
月
日
付
の
Ｂ
帳
（『
平
安
遺
文
』
八

七
九
号
）、
天
喜
六
年
三
月
十
二
日
付
の
Ｃ
帳
（『
平
安
遺
文
』
八
八
六
号
）、
同
年

八
月
日
付
の
Ｄ
帳
（『
平
安
遺
文
』
八
九
三
号
）
の
四
通
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
高
津
郷
内
の
所
当
の
収
納
、
所
進
・
未
進
の
状
況
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
薗
田
香
融
氏
は
、
Ａ
帳
を
天
喜
五
年
の
収
納
米
帳
、
Ｂ
〜

Ｄ
が
そ
れ
を
起
点
と
し
た
進
未
進
勘
文
で
あ
り
、
四
通
一
組
で
天
喜
五
年
の
結
解

だ
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
込
律
子
氏
は
、
各
帳
の
記
載
内
容
や
数
値
を
比
較

分
析
し
た
結
果
、
Ｂ
帳
未
進
を
起
点
に
Ｃ
帳
が
作
成
さ
れ
、
Ｃ
帳
未
進
を
引
き
継

い
で
Ｄ
帳
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
Ｂ
帳
を
天
喜
五
年
の
収
納
米
帳
、
Ｃ
・
Ｄ
帳
を

そ
れ
に
対
す
る
進
未
勘
文
だ
と
し
、
Ａ
帳
の
未
進
と
Ｂ
帳
の
所
当
の
差
の
大
き
さ

か
ら
Ａ
帳
は
康
平
二
年
（
一
〇
五
九
）
か
ら
さ
ほ
ど
下
ら
ぬ
時
期
の
収
納
米
帳
だ
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と
し（
３６
）
た
。
紀
伊
国
郡
許
院
収
納
所
進
未
勘
文
と
類
似
す
る
性
格
の
文
書
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

首
部
が
残
っ
て
い
る
Ｃ
帳
、
Ｄ
帳
の
冒
頭
に
は
判
官
代
私
、
目
代
左
衛
門
尉
高

橋
、
直
講
中
原
朝
臣
、
助
教
中
原
朝
臣
四
名
の
名
を
順
に
連
ね
た
勘
判
が
付
さ
れ
、

そ
の
う
ち
判
官
代
私
と
直
講
中
原
が
花
押
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
紀
伊
国
郡
許
院

収
納
所
進
未
勘
文
と
同
様
に
、
ほ
ぼ
全
体
に
わ
た
っ
て
朱
と
墨
に
よ
る
訂
正
、
合

点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
高
津
郷
司
が
作
成
、
提
出
し
た
文
書
を
、
国
衛
側
で
は

目
代
・
判
官
代
と
助
教
・
直
講
と
で
勘
査
し
、
勘
判
を
加
え
て
国
司
の
も
と
に
送
っ

た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
中
込
律
子
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
国
か
ら
の
京
上

分
、
在
国
収
納
機
関
分
、
名
か
ら
の
直
納
分
、
国
内
で
消
費
さ
れ
る
用
途
を
郡
郷

（
院
）
単
位
で
体
系
的
に
把
握
し
う
る
文
書
と
な
っ
て
お
り
、
受
領
が
済
物
を
弁
済

す
る
際
の
有
効
な
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ（
３７
）
る
。

で
は
勘
判
に
み
え
る
助
教
と
直
講
は
だ
れ
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
助
教
は
中
原
師

平
だ
と
考
え
ら
れ
る
。『
地
下
家
伝
』
に
よ
る
と
、
師
平
は
天
喜
三
年
（
一
〇
五
五
）

に
助
教
に
任
じ
ら
れ
、
康
平
六
年
（
一
〇
六
三
）
二
月
二
七
日
に
博
士
に
転
じ
て

い
る
。
そ
の
間
の
天
喜
五
年
二
月
二
十
日
に
丹
波
権
介
を
兼
ね
て
い
る
。
康
平
四

年
三
月
二
日
に
美
作
介
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
丹
波
権
介
だ
っ
た

と
み
て
よ
い
。
助
教
は
定
数
が
二
で
、
天
喜
二
年
に
清
原
定
隆
が
助
教
に
任
じ
ら

れ
た
と
さ
れ
て
い（
３８
）
る
の
で
、
勘
判
に
み
え
る
助
教
は
鹿
内
浩
胤
氏
が
指
摘
し
た
よ

う
に
権
介
中
原
師
平
の
こ
と
と
し
て
よ
い
。
直
講
も
定
数
が
二
で
、
師
平
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
直
講
か
ら
助
教
を
経
て
博
士
に
任
じ
ら
れ
る
慣
例
と
な
っ
て

い
た
こ（
３９
）
と
、
助
教
と
同
様
に
中
原
氏
と
清
原
氏
か
ら
多
く
任
じ
ら
れ
て
い
た
こ（
４０
）
と

を
考
え
る
と
、
師
平
に
近
い
中
原
氏
の
一
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

だ
と
す
れ
ば
師
平
は
権
介
で
は
あ
る
が
、
勘
査
を
通
じ
て
実
務
に
も
関
与
し
、

国
衙
の
収
納
を
把
握
し
う
る
立
場
に
い
た
こ
と
に
な
る
。
花
押
を
記
し
た
直
講
中

原
も
師
平
の
も
と
で
直
接
勘
査
作
業
に
あ
た
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
橘
俊
綱
と
中
原
師
平

こ
の
と
き
の
丹
波
守
が
橘
俊
綱
で
あ
る
こ
と
は
中
込
律
子
氏
が
す
で
に
指
摘
し

て
い（
４１
）
る
が
、
も
う
少
し
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
『
皇
后
宮
寛
子
春
秋
歌
合
』
に
天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）
に
俊
綱
が
丹
波

守
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
天
喜
元
年
正
月
に
丹
波
守
藤
原
国
成
が
美
作
守
に
転
じ

て
い（
４２
）
る
の
で
、
俊
綱
が
丹
波
守
に
任
じ
ら
れ
る
の
は
そ
れ
以
降
で
あ
る
。
そ
の
後

康
平
五
年
（
一
〇
六
二
）
三
月
に
は
藤
原
資
良
が
丹
波
守
に
任
じ
ら
れ
て
い（
４３
）
る
。

ま
た
『
為
房
卿
記
』
寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
正
月
二
十
五
日
条
に
「
丹
波
守
俊

綱
、
前
年
正
月
辞
退
、
次
年
正
月
任
播
磨
」
と
み
え
、
俊
綱
は
少
な
く
と
も
播
磨

守
に
任
じ
ら
れ
る
前
年
の
正
月
ま
で
は
丹
波
守
だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
方

『
水
左
記
』
康
平
七
年
六
月
十
五
日
条
に
「
令
着
播
州
山
庄
臥
見
給
、
宿
取
」
と
み

え
、
播
磨
守
だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
康
平
五
年
ま
で
藤
原
泰
憲
が
播
磨
守
と

し
て
み
え
る
の（
４４
）
で
、
俊
綱
は
康
平
六
年
に
播
磨
守
に
任
じ
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
。
し

た
が
っ
て
少
な
く
と
も
そ
の
前
年
康
平
五
年
正
月
ま
で
は
丹
波
守
だ
っ
た
。
ま
た

そ
の
間
の
康
平
四
年
七
月
日
「
丹
波
国
大
山
荘
坪
付（
４５
）
案
」
に
付
さ
れ
た
国
判
に
署
判

し
て
い
る
大
介
橘
朝
臣
も
、
橘
俊
綱
だ
と
し
て
よ
い
。

以
上
、
少
な
く
と
も
天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）
〜
康
平
五
年
（
一
〇
六
二
）
正

月
が
橘
俊
綱
の
丹
波
守
在
任
期
間
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

こ
の
橘
俊
綱
は
藤
原
頼
通
の
実
子
で
母
は
源
祇
子
、
師
実
や
後
冷
泉
天
皇
皇
后

寛
子
の
同
母
兄
で
あ
り
な
が
ら
、
橘
俊
遠
の
養
子
に
な
っ
て
い（
４６
）
る
。
俊
遠
は
か
つ

て
藤
原
隆
家
の
家
司
を
つ
と
め
、
そ
の
没
落
後
は
頼
通
に
奉
仕
す
る
受
領
層
だ
っ
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（
４７
）
た
。
俊
綱
自
身
も
、
天
喜
六
年
（
康
平
元
、
一
〇
五
八
）
二
月
五
日
の
中
納
言
藤

原
師
実
の
着
座
、
康
平
四
年
七
月
二
十
一
日
の
東
北
院
供
養
な（
４８
）
ど
、
頼
通
・
師
実
へ

の
奉
仕
に
勤
め
て
い
る
。
ま
た
天
喜
二
年
に
は
、
里
内
裏
高
陽
院
焼
亡
に
と
も
な
っ

て
後
冷
泉
天
皇
は
頼
通
の
四
条
殿
に
一
時
遷
御
す
る
が
、
頼
通
は
俊
綱
宅
の
寝
殿

を
移
築
し
こ
れ
を
南
殿
と
し
て
迎
え
て
い（
４９
）
る
。
身
分
と
し
て
は
四
位
の
受
領
層
で

終
わ
る（
５０
）
が
、
そ
の
西
洞
院
第
が
承
暦
三
年
（
一
〇
七
九
）
に
は
中
宮
藤
原
賢
子
出

産
（
後
の
堀
河
天
皇
出
産
）
の
里
邸
と
な
っ
て
い（
５１
）
る
ほ
か
、
単
な
る
受
領
層
に
と

ど
ま
ら
な
い
人
脈
も
形
成
し
て
い
く
。
頼
通
の
実
子
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
背
景
に

あ
っ
た
と
い
え
る
。

次
に
中
原
師
平
に
つ
い
て
も
う
少
し
検
討
す
る
。
師
平
は
師
任
の
子
で
、『
地
下

家
伝
』
に
よ
る
と
、
治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）
に
生
ま
れ
、
明
経
得
業
生
か
ら

課
試
に
及
第
し
、
永
承
元
年
（
一
〇
四
六
）
に
は
直
講
と
な
り
、
天
喜
三
年

（
一
〇
五
五
）
に
前
述
の
よ
う
に
助
教
、
康
平
六
年
（
一
〇
六
三
）
に
博
士
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
間
永
承
五
年
に
は
権
少
外
記
に
任
じ
ら
れ
、
従
五
位
下
に
叙
爵
し

た
。
康
平
二
年
に
は
大
外
記
に
任
じ
ら
れ
、
承
暦
二
年
に
土
佐
守
に
任
じ
ら
れ
る

ま
で
そ
の
地
位
に
あ
っ（
５２
）
た
。
丹
波
権
介
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
天
喜
五
年
二
月
二
十
日

で
、
助
教
労
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
康
平
四
年
三
月
二
日
に
美
作
介
に
任
じ
ら
れ
る

ま
で
丹
波
権
介
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
少
外
記
か
ら
大
外
記
の
時
期
に
丹
波
権
介

を
兼
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。

父
師
任
は
藤
原
頼
通
の
家
司
で
あ
っ
た（
５３
）
が
、
師
平
も
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）

七
月
七
日
に
関
白
藤
原
教
通
の
家
司
と
な
り
、
延
久
五
年
ま
で
の
間
に
藤
原
師
実

の
家
司
に
も
な
っ
て
い（
５４
）
る
。
承
保
三
年
（
一
〇
七
六
）
九
月
三
日
付
「
関
白
左
大

臣
家
政
所
下
文
案
」（『
平
安
遺
文
』
一
一
三
二
号
）
に
は
、
師
実
家
別
当
で
大
炊

頭
兼
大
外
記
と
し
て
署
判
を
加
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
二
人
の
位
置
か
ら
す
る
と
、
勘
判
に
み
ら
れ
る
状
況
は
、
頼
通

の
実
子
で
あ
る
受
領
俊
綱
の
も
と
で
、
権
介
に
任
じ
ら
れ
た
師
平
が
頼
通
家
に
近

い
実
務
官
僚
と
し
て
収
納
の
勘
査
等
の
実
務
に
も
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
受
領
の
国
衙
支
配
体
制
と
実
務
官
僚
層
が
兼
官

す
る
権
介
と
の
関
係
と
い
う
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

周
知
の
ご
と
く
師
任
・
師
平
と
そ
の
子
孫
は
大
外
記
を
世
襲
す
る
局
務
家
を
形

成
し
て
い
く
。
師
任
が
外
記
日
記
を
悉
く
書
写
し
師
平
に
伝
え
て
い
っ
た
と
す
る

『
江
談
抄
』
の
説
話
に
あ
る
よ
う
に
、
記
録
を
形
成
、
蓄
積
し
継
承
し
て
い
く
家
で

も
あ
っ
た
。
こ
の
説
話
で
は
続
け
て
、
外
記
日
記
が
図
書
寮
の
紙
工
に
盗
ま
れ
て

し
ま
い
、
師
平
の
所
持
し
て
い
た
日
記
に
よ
っ
て
復
原
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ

る
。
大
量
の
文
書
・
日
記
を
作
成
・
書
写
す
る
外
記
局
と
紙
を
供
給
す
る
図
書
寮

の
体
制
の
動
揺
が
背
景
に
あ
り
、
料
紙
の
確
保
、
ス
ト
ッ
ク
の
あ
り
方
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え（
５５
）
る
。
料
紙
の
供
給
に
局
務
が
大
き
く
関
わ
っ

て
お
り
、
師
平
ら
の
も
と
に
反
故
紙
も
料
紙
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
る
状
況
が
こ

こ
で
も
生
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
「
日
記
の
家
」
高
棟
流
平
氏

と
同
様
で
あ
ろ
う
。
鹿
内
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
な
勘
判
の
た
め
に
師
平
の
も
と
に

回
っ
て
き
た
も
の
が
と
ど
め
ら
れ
た
も
の
か
、
い
っ
た
ん
俊
綱
の
も
と
に
送
ら
れ

そ
の
後
師
平
の
も
と
に
戻
さ
れ
て
き
た
の
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
最
終
的
に
は
反
故

紙
と
し
て
師
平
の
も
と
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
た
も
の
が
、
家
司
を
つ
と
め
る
頼
通
か

師
実
周
辺
で
行
わ
れ
た
延
喜
式
書
写
に
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

三

讃
岐
国
戸
籍
と
受
領

巻
十
一
は
全
二
九
紙
か
ら
な
る
が
、
Ａ
第
一
紙
〜
第
三
紙
紙
背
が
年
国
郡
未
詳

戸
籍
、
Ｂ
第
四
紙
〜
第
二
二
紙
紙
背
が
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
讃
岐
国
大
内
郡

社
会
文
化
論
集

第
七
号

二
〇
一
一
年
三
月

七



入
野
郷
戸
籍
、
Ｃ
第
二
三
紙
〜
第
二
五
紙
紙
背
が
年
国
郡
未
詳
戸
籍
、
Ｄ
第
二
六

紙
〜
第
二
九
紙
紙
背
が
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
国
郡
未
詳
戸
籍
で
あ
る
。『
平
安
遺

文
』
に
は
Ａ
も
Ｂ
と
と
も
に
寛
弘
元
年
讃
岐
国
大
内
郡
入
野
郷
戸
籍
と
し
て
所
収

さ
れ（
５６
）
る
。
し
か
し
す
で
に
泉
谷
康
夫
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う（
５７
）
に
、
別
文
書
と
み
る

べ
き
で
あ
る
。
Ａ
と
Ｂ
で
は
書
式
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

左
表
に
例
示
し
た
よ
う
に
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
書
式
が
異
な
る
う
え
に
、
戸

口
集
計
部
分
が
「
口
」
の
表
記
の
み
に
省
略
さ
れ
、
ま
た
国
印
、
継
目
裏
書
も
み

ら
れ
な
い
な
ど
の
形
式
だ
け
で
な（
５８
）
く
、
一
戸
の
戸
口
が
多
く
、
多
数
の
異
姓
者
を
含

み
、
ま
た
男
口
の
み
だ
っ
た
り
、
逆
に
女
口
が
異
常
に
多
か
っ
た
り
、
年
齢
構
成

も
若
年
者
が
極
め
て
少
な
い
な
ど
、
内
容
も
著
し
く
不
自
然
で
あ
る
。

そ
の
た
め
籍
帳
支
配
の
崩
壊
を
示
す
形
骸
化
し
た
も
の
と
さ
れ
、
泉
谷
康
夫
・

平
田
耿
二（
５９
）
氏
を
除
く
と
本
格
的
に
分
析
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の
史
料

的
性
格
に
つ
い
て
の
研
究
も
両
氏
以
降
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
。
わ
ず
か
に
前

述
の
よ
う
に
、
田
中
稔
氏
が
戸
籍
造
進
の
儀
式
の
た
め
に
作
ら
れ
た
文
書
で
は
な

い
か
と（
６０
）
し
、
ま
た
橋
倉
雄
二
氏
が
Ｄ
に
つ
い
て
国
衙
に
お
い
て
二
次
的
に
編
成
さ

れ
た
文
書
で
は
な
い
か
と
問
題
提
起
し（
６１
）
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
儀
礼
の
た
め
に
作
ら
れ
た
文
書
だ
と
す
る
見
方
は
、
田
中
稔
氏
が
そ
の

一
つ
と
し
て
あ
げ
た
巻
九
・
十
紙
背
の
「
出
雲
国
正
税
返
却
帳
」
が
実
際
に
受
領

表

九
条
家
本
延
喜
式
巻
十
一
紙
背
戸
籍
類
の
各
戸
書
式
の
比
較

Ａ

年
国
郡
未
詳
戸
籍

Ｂ

寛
弘
元
年
讃
岐
国
戸
籍

Ｃ

年
国
郡
未
詳
戸
籍

Ｄ

長
徳
四
年
某
国
戸
籍

戸
主
丸
部
元
安
戸

口
口口口

口
口口口口口都

合即
丸
部
元
安

年
�
拾
貳
歳

□
□

丸
部
有
男

年
陸
拾
歳

□
□

常
岡
常
有

年
參
拾
歳

□
□

丸
部
春
利

年
貳
拾
歳

□
□

丸
部
衣
永

年
貳
拾
貳
□
（
歳
）
□
□

（
巻
十
一
第
三
紙
）

（
戸
口
歴
名
は
第
四
紙
に
続
く
）

戸
主
凡
乙
永
戸

口
口口口口

口
口口口口

都
合口

口口口口

戸
主
凡
乙
永

年
捌
拾
�
歳

老
丁

凡
乙
水

年
�
拾
�
歳

老
丁

（
以
下
戸
口
歴
名
略
）

（
巻
十
一
第
九
紙
）

戸
主
持
常
戸

口

帳
後
破
除

口

死
亡

口

□
□

口

逃
口

口

遺

口

割
来

口

生
益

口

□
子

口

黄
男

口

括
出

口

隠
目（
首
カ
）

都
合即

持
恒

年
伍
拾
伍
歳

正
丁

口
物
部
安
常

年
�
拾
歳

耆

口
同
本
平

年
陸
拾
歳

老
丁

口
已
西
部
三
辰

年
伍
拾
歳

正
丁

口
同
貞
明

年
拾
歳

小
子

（
以
下
戸
口
歴
名
略
）

（
巻
十
一
第
二
五
紙
）

貳
戸
主
忍
海
永
置
長
徳
四
季
籍

籍
後
除

死
亡

籍
後
附

隠
首

口

不
課

口

課

戸
主
忍
海
永
置

季
�
拾
歳

老
丁

忍
海
恒
眞

季
肆
拾
壹

正
丁

忍
海
帯
丸

季
肆
拾
玖

正
丁

忍
海
直
□

年
參
拾
壹

正
丁

忍
海
用
綿
丸

季
貳
拾

正
丁

忍
海
吉
守

季
陸
拾
壹

正
丁

忍
海
恒
□

季
肆
拾
貳

正
丁

忍
海
恒
員

季
�
（
陸
カ
）
拾

正
丁

忍
海
童
子
丸

季
肆
拾
壹

正
丁

忍
海
永
安

季
貳
拾
陸

正
丁

忍
海
綿
丸

貳
拾
壹

正
丁

忍
海
吉
眞

年
肆
拾
任
（
伍
カ
）
正
丁

忍
海
吉
水

季
參
拾

正
丁

忍
海
置
員

年
肆
拾
伍

正
丁

（
以
下
戸
口
歴
名
略
）

（
巻
十
一
第
二
八
紙
）

九
条
家
本
延
喜
式
紙
背
の
国
衙
関
係
文
書
と
国
司
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考
課
に
関
わ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、
戸
籍
に
つ
い
て
も

再
考
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
戸
籍
は
受
領
考
課
の
直
接
の
審
査
対
象
に

は
な
っ
て
い
な
い
し
、
戸
口
集
計
部
分
を
省
略
し
た
Ａ
〜
Ｄ
は
大
帳
作
成
の
た
め

の
資
料
と
も
な
り
難
く
、
正
税
返
却
帳
と
は
事
情
を
異
に
す
る
。
改
め
て
そ
の
性

格
と
、
反
故
紙
と
し
て
延
喜
式
の
書
写
に
利
用
さ
れ
た
事
情
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

改
め
て
四
通
を
比
べ
る
と
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
と
Ｄ
で
は
様
相
が
大
き
く
異
な
っ
て

い
る
。

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
す
べ
て
の
断
簡
間
に
欠
落
が
想
定
さ
れ
直
接
接
続

し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
表
に
あ
る
よ
う
な
各
戸
冒
頭
の
集
計
部
分
に
紙
継
目

が
あ
る
場
合
、
表
記
さ
れ
た
「
口
」
の
数
の
違
い
か
ら
そ
の
す
べ
て
の
継
目
前
後

で
欠
落
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
二
二
紙
と
第
二
一
紙
、
第
二
一
紙
と
第
二
〇

紙
、
第
二
〇
紙
と
第
一
九
紙
、
第
一
一
紙
と
第
一
〇
紙
、
第
九
紙
と
第
八
紙
、
第

八
紙
と
第
七
紙
、
第
七
紙
と
第
六
紙
、
第
六
紙
と
第
五
紙
、
第
五
紙
と
第
四
紙
の

計
九
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
五
行
程
度
の
欠
落
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
欠
落
に
つ
い
て
、

泉
谷
康
夫
氏
は
紙
背
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
継
目
裏
書
部
分
を
切
除
し
た
た
め

に
生
じ
た
と
さ
れ
た
。
同
様
に
戸
口
歴
名
部
分
も
継
目
前
後
で
欠
落
し
て
い
る
と

み
ら
れ
る
と
し
た
。
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｄ
は
、
紙
継
目
の
前

後
で
欠
落
な
く
連
続
し
て
い
る
と
み
て
も
特
に
不
都
合
は
な
い
。
継
目
裏
書
は
な

か
っ
た
と
み
て
よ
い
。

次
に
記
載
内
容
に
つ
い
て
も
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
は
各
戸
の
戸
口
を
男
女
に
わ
た
っ

て
記
し
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｄ
は
男
子
、
そ
れ
も
老
丁
・
正
丁
・
中
男
の
み
で
あ

る
こ
と
、
Ｄ
は
各
戸
ご
と
に
「
長
徳
四
年
籍
」
ま
た
は
「
長
徳
四
年
」
の
記
述
を

附
し
て
い
る
こ
と
、
が
大
き
な
違
い
と
な
っ
て
い
る
。
泉
谷
康
夫
氏
は
、
こ
れ
ら

の
状
況
は
書
式
の
多
様
性
を
示
し
て
お
り
、
も
は
や
統
一
的
書
式
の
戸
籍
が
作
成

さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
細

部
は
と
も
か
く
大
枠
と
し
て
は
Ｄ
と
そ
れ
以
外
に
大
別
さ
れ
る
の
で
、
ま
ず
は
Ｄ

の
性
格
を
別
に
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

橋
倉
雄
二
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
Ｄ
に
は
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

�
女
口
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
�
集
計
部
の
項
目
に
割
徃
・
割
来
が
な
い
な
ど

項
目
数
が
か
な
り
少
な
い
。
�
課
口
が
多
す
ぎ
る
。
�
各
戸
に
戸
番
号
が
附
さ
れ

て
い
る
。
�
継
目
裏
書
を
持
っ
て
い
な
い
。
�
季
・
年
・
無
記
が
同
一
戸
内
に
混

在
す（
６２
）
る
。

そ
れ
ら
に
加
え
て
各
戸
ご
と
に
「
長
徳
四
年
」
の
記
述
が
付
さ
れ
て
い
る
点
か

ら
も
、
各
戸
ご
と
に
そ
の
戸
口
デ
ー
タ
を
「
長
徳
四
年
籍
」
か
ら
抽
出
、
転
写
し

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
橋
倉
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
国
衛
段
階
で
本
来
の
戸
籍

か
ら
二
次
的
に
編
成
さ
れ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
、
そ
の
作
成
時
期
は
長
徳
四
年

以
降
と
し
て
よ
い
。
国
衙
段
階
で
作
成
さ
れ
た
も
の
が
、
反
故
紙
と
し
て
摂
関
家

周
辺
に
持
ち
込
ま
れ
延
喜
式
書
写
料
紙
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

Ａ
〜
Ｃ
に
つ
い
て
も
、
戸
籍
だ
と
し
て
も
は
た
し
て
進
官
さ
れ
た
も
の
か
は
検

討
の
余
地
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
継
目
裏
書
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
の
、

国
印
が
捺
さ
れ
て
い
な（
６３
）
い
。
ま
た
集
計
部
に
は
記
載
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、

継
目
裏
書
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
の
、
公
文
書
と
し
て
の
最
終
段
階
に
な
る

国
印
は
捺
さ
れ
ず
、
進
官
さ
れ
な
い
ま
ま
国
衙
に
と
ど
め
お
か
れ
た
か
、
京
送
さ

れ
た
と
し
て
も
受
領
の
も
と
に
と
ど
め
お
か
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
を
紙
背
に
も
つ
巻
十
一
は
他
巻
に
見
ら
れ
な
い
筆
跡
の
一
筆
で
書
写
さ

れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
戸
籍
類
は
反
故
紙
と
し
て
一
括
ス
ト
ッ
ク
さ
れ

社
会
文
化
論
集

第
七
号

二
〇
一
一
年
三
月
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て
お
り
、
同
時
に
書
写
料
紙
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
み
な
せ
る
。
ま
た
Ｂ
の

寛
弘
元
年
と
Ｄ
に
記
載
さ
れ
る
長
徳
四
年
の
間
は
六
年
で
あ
り
造
籍
年
と
し
て
は

連
続
す
る
こ
と
も
関
連
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。
も
し
こ
れ
ら
が
国
衙
な
い
し
受
領

の
も
と
に
と
ど
め
お
か
れ
て
い
た
も
の
、
国
衙
で
二
次
的
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
紀
伊
国
郡
許
院
収
納
所
進
未
勘
文
や
丹
波
国
高
津
郷
司
解

と
同
様
、
摂
関
家
と
関
係
す
る
受
領
ら
に
よ
っ
て
反
故
紙
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
唯
一
国
名
が
明
ら
か
な
讃
岐
国
の
受
領
を
検
討
し
て
み
る
と
、
次
の
人

物
た
ち
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず
寛
弘
元
年
に
讃
岐
守
だ
っ
た
の
は
源
高
雅
で
あ（
６４
）
る
。

高
雅
は
同
三
年
ま
で
讃
岐
守
だ
っ
た
と
み
ら（
６５
）
れ
、
同
五
年
正
月
に
は
讃
岐
の
受
領
功

過
定
を
受
け
て
い（
６６
）
る
。
ま
た
高
雅
は
藤
原
道
長
の
家
司
だ
っ
た
と
推
測
さ（
６７
）
れ
、
寛
弘

元
年
、
同
五
年
の
法
華
三
十
講
に
非
時
を
献
上
す
る
な
ど
道
長
に
多
く
の
奉
仕
を

し
た
受
領
と
し
て
も
知
ら
れ（
６８
）
る
。
次
の
大
江
清
通
も
、
同
様
に
法
華
三
十
講
に
非

時
を
献
上
す
る
な
ど
道
長
に
奉
仕
し
た
受
領
で
あ（
６９
）
る
。
そ
の
後
の
讃
岐
守
も
道
長

家
司
と
み
ら
れ
る
源
済（
７０
）
政
、
頼
通
と
関
係
が
深
い
源
頼（
７１
）
国
、
頼
通
の
家
司
藤
原
邦

（
７２
）
恒
、
前
述
し
た
藤
原
隆（
７３
）
佐
と
続
い
て
い
る
。

い
ず
れ
も
道
長
・
頼
通
の
家
司
か
関
係
の
深
い
受
領
が
続
い
て
お
り
、
彼
ら
に

よ
り
反
故
紙
が
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
を
念
頭
に
、
巻
十
一
紙
背
の
戸
籍
類
の
史

料
的
性
格
を
再
検
討
し
て
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
九
条
家
本
延
喜
式
紙
背
文
書
に
つ
い
て
、
丹
波
国
高
津
郷
司
解
、
紀
伊

国
郡
許
院
進
未
勘
文
、
戸
籍
類
を
中
心
に
、
そ
の
史
料
的
性
格
と
そ
れ
ら
が
九
条

家
本
延
喜
式
書
写
料
紙
と
し
て
利
用
さ
れ
る
に
い
た
る
事
情
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
た
。
と
く
に
家
司
、
受
領
と
の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
研
究
に
比
し
て
付
け
加
え
る
べ
き
新
た
な
点
は
少
な
く
、
推
測
を
重
ね
、
可

能
性
の
指
摘
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
点
も
少
な
く
な
い
。
今
後
の
研
究
の
展
開
の
た

め
の
課
題
の
整
理
と
論
点
の
提
起
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

〔
注
〕

（
１
）
鹿
内
浩
胤
「
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
覚
書
」（『
書
陵
部
紀
要
』
五
二
、
二
〇
〇
一

年
）、
以
下
鹿
内
氏
は
す
べ
て
本
論
文
に
よ
る
。

（
２
）
大
日
方
克
己
「
家
司
受
領
藤
原
行
房
と
出
雲
国
正
税
返
却
帳
」（
島
根
大
学
法

文
学
部
紀
要
『
社
会
文
化
論
集
』
四
、
二
〇
〇
七
年
）、
二
〇
〇
五
〜
〇
七

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
『「
出
雲
国

正
税
返
却
帳
」
を
中
心
と
し
た
公
文
勘
会
と
平
安
時
代
中
期
財
政
と
公
文
勘

会
の
研
究
』、
二
〇
〇
八
年
。

（
３
）
寺
内
浩
・
北
條
秀
樹
「「
清
胤
王
書
状
」
の
研
究
」（『
山
口
県
史
研
究
』
六
、

一
九
九
八
年
）。

（
４
）
前
沢
和
之
「
主
要
史
料
解
説

上
野
国
交
替
実
録
帳
」（『
群
馬
県
史

資
料

編
４

原
始
古
代
４
』
群
馬
県
、
一
九
八
五
年
）。

（
５
）
鹿
内
浩
胤
注
（
１
）
前
掲
論
文
。

（
６
）
中
込
律
子
「
紀
伊
国
郡
許
院
収
納
所
解
・
丹
波
国
高
津
郷
司
解
に
関
す
る
一

考
察
」（
安
田
元
久
先
生
退
任
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
中
世
日
本
の
諸
相
』
上

巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
、
以
下
中
込
律
子
Ａ
論
文
）、
鹿
内
浩
胤

注
（
１
）
前
掲
論
文
な
ど
。

（
７
）
中
込
律
子
Ａ
論
文
。
中
込
律
子
「
受
領
請
負
制
の
再
検
討
」（
十
世
紀
研
究
会

編
『
中
世
成
立
期
の
歴
史
像
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
、
以
下
中
込

九
条
家
本
延
喜
式
紙
背
の
国
衙
関
係
文
書
と
国
司

一
〇



律
子
Ｂ
論
文
）

（
８
）
巻
十
一
紙
背
、『
平
安
遺
文
』
四
五
七
八
号
。

（
９
）
田
中
稔
「
儀
礼
の
た
め
に
作
ら
れ
た
文
書
」（『
中
世
史
料
論
考
』
吉
川
弘
文

館
、
一
九
九
三
年
、
初
出
一
九
九
〇
年
）。

（
１０
）
橋
倉
雄
二
「「
長
徳
四
年
某
国
戸
籍
」
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
」（『
皇
学
館

史
学
』
一
三
、
一
九
九
八
年
）。

（
１１
）
本
稿
で
は
そ
れ
ぞ
れ
東
京
国
立
博
物
館
の
デ
ジ
タ
ル
・
カ
ラ
ー
写
真
画
像
に

よ
っ
た
。

（
１２
）
薗
田
香
融
「
古
代
末
期
の
あ
る
徴
税
文
書
」（『
日
本
古
代
財
政
史
の
研
究
』、

塙
書
房
、
一
九
八
七
年
、
初
出
一
九
六
五
年
）、
以
下
園
田
香
融
氏
は
本
論

文
に
よ
る
。

（
１３
）
中
込
律
子
Ａ
論
文
。
錦
織
勤
「
結
解
と
進
未
沙
汰
」（『
中
世
国
衙
領
の
支
配

構
造
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
も
結
解
で
は
な
い
と
す
る
が
、
収

納
側
が
個
別
の
負
名
な
ど
の
進
未
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
作
成
し
た
進
未

勘
文
だ
と
し
て
い
る
。

（
１４
）『
宇
治
関
白
高
野
山
御
参
詣
記
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
『
続
々
群
書
類
従
』

所
収
本
が
流
布
し
て
い
る
が
、
字
句
の
異
同
の
甚
だ
し
さ
、
意
味
不
明
部
分

の
多
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
最
近
、
末
松
剛
氏
に
よ
り
諸
写
本
の
調
査
が

行
わ
れ
、『
続
々
群
書
類
従
』
が
依
拠
し
た
『
歴
代
残
闕
日
記
』
の
底
本
東

寺
観
智
院
本
Ａ
（
現
在
所
在
不
明
）
と
は
別
に
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所

蔵
の
東
寺
観
智
院
本
Ｂ
（
応
永
年
間
書
写
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影

写
本
の
原
本
）
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
写
真
と
翻
刻
が
紹
介
さ
れ

た
（
末
松
剛
「『
宇
治
関
白
高
野
山
御
参
詣
記
』（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
）

の
紹
介
と
諸
本
に
つ
い
て
」『
鳳
翔
学
叢
』
五
、
二
〇
〇
九
年
）。
本
稿
で
は

末
松
氏
紹
介
の
東
寺
観
智
院
本
Ｂ
に
よ
っ
た
。

（
１５
）『
春
記
』
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）
三
月
六
日
条
。
な
お
同
三
月
十
日
条
に

は
紀
伊
守
と
み
え
る
が
、
前
紀
伊
守
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
１６
）
紀
伊
国
司
に
よ
る
供
給
奉
仕
は
、
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）、
同
五
年
の
白

河
院
の
高
野
山
参
詣
、
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
の
鳥
羽
院
の
高
野
山
参
詣

で
も
行
わ
れ
て
お
り
（
大
村
拓
生
「
中
世
前
期
の
高
野
参
詣
と
宿
所
」『
密
教

文
化
』
二
一
八
、
二
〇
〇
七
年
）、
慣
例
化
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
寛
治
二
年
・
五
年
の
紀
伊
守
は
藤
原
仲
実
（『
扶
桑
略
記
』
寛
治
二
年

二
月
二
十
四
日
条
、『
為
房
卿
記
』
寛
治
五
年
十
一
月
一
日
条
な
ど
）、
天
治

元
年
の
紀
伊
守
は
藤
原
季
輔
（
仲
実
子
、
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
正
月
五

日
「
藤
原
光
時
考
定
文
」『
鎌
倉
遺
文
』
二
一
三
七
号
）
で
あ
り
、
仲
実
は
後

に
藤
原
忠
実
家
司
と
し
て
み
え
る
（
天
永
三
年
（
一
一
一
二
）
十
月
日
「
政

所
下
文
案
」『
平
安
遺
文
』
一
七
七
八
号
）。

（
１７
）
本
稿
で
は
天
喜
元
年
（
一
〇
五
三
）〜
五
年
に
つ
い
て
は
和
田
律
子
「
京
都

大
学
附
属
図
書
館
平
松
文
庫
蔵
「
定
家
朝
臣
記
」
翻
刻
・
解
題
」（『
鳳
翔
学

叢
』
五
、
二
〇
〇
九
年
）、
天
喜
六
年
（
康
平
元
年
）〜
康
平
五
年
（
一
〇
六
二
）

に
つ
い
て
は
『
群
書
類
従
』
所
収
「
康
平
記
」
に
拠
っ
た
。

（
１８
）『
春
記
』
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）
三
月
六
日
条
、
同
三
月
十
日
条
。

（
１９
）
山
本
信
吉
「
定
家
記
解
説
」（
陽
明
叢
書
１７
『
平
記
・
大
府
記
・
永
昌
記
・
愚

昧
記
』、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
年
）。

（
２０
）
巻
四
は
紙
背
文
書
二
八
通
中
、
長
元
七
年
一
通
、
同
八
年
一
三
通
、
同
九
年

一
〇
通
、
長
元
年
間
一
通
、
年
不
明
三
通
。
巻
三
十
九
は
二
四
通
中
、
長
元

八
年
八
通
、
同
九
年
六
通
、
年
不
明
十
通
。

（
２１
）
河
根
能
平
「
日
本
中
世
前
期
に
け
る
文
書
群
の
保
管
と
廃
棄
の
原
則
に
つ
い

社
会
文
化
論
集

第
七
号

二
〇
一
一
年
三
月

一
一



て
」（『
世
界
史
の
中
の
日
本
中
世
文
書
』、
文
理
閣
、
一
九
九
六
年
、
初
出

一
九
九
〇
年
）

（
２２
）
宮
崎
康
充
「
白
河
・
鳥
羽
院
政
期
の
検
非
違
使
佐
」（
注
（
６
）
前
掲
『
中
世

日
本
の
諸
相
』
上
巻
）。

（
２３
）
市
川
久
編
『
衛
門
府
補
任
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
六
年
）、
宮
崎

康
充
編
『
検
非
違
使
補
任
』
第
一
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
八
年
）。

（
２４
）
平
範
国
が
頼
通
の
家
司
だ
っ
た
こ
と
は
、『
古
事
談
』
巻
六
―
三
七
、
寺
内

浩
「
道
長
・
頼
通
家
政
職
員
表
」（『
受
領
制
の
研
究
』
第
三
編
第
二
章
表
一
、

塙
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
所
収
）
な
ど
。

（
２５
）『
小
右
記
』
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
正
月
十
日
条
に
、
蔵
人
左
衛
門
尉
行

親
が
検
非
違
使
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が
み
え
る
。

（
２６
）『
小
右
記
』
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
正
月
十
九
日
条
、
同
十
一
月
三
十
日

条
な
ど
。

（
２７
）『
行
親
記
』
長
暦
元
年
（
一
〇
三
七
）
二
月
十
四
日
条
。『
行
親
記
』
は
陽
明

叢
書
１７
『
平
記
・
大
府
記
・
永
昌
記
・
愚
昧
記
』
に
よ
っ
た
。

（
２８
）
陽
明
叢
書
１７
『
平
記
・
大
府
記
・
永
昌
記
・
愚
昧
記
』。

（
２９
）『
尊
卑
分
脉
』
に
も
「
正
五
下
、
中
宮
大
進
、
右
衛
門
権
佐
」
と
み
え
る
。

（
３０
）
山
本
信
吉
「『
親
信
卿
記
』
の
研
究
」（『
摂
関
政
治
史
論
考
』、
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
三
年
、
初
出
一
九
六
九
年
）
は
、
親
信
卿
記
の
原
本
自
体
が
自
身
の

手
に
よ
る
部
類
記
で
あ
り
、
行
親
の
と
き
に
そ
の
部
類
記
事
か
ら
本
記
復
原

が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
現
存
『
親
信
卿
記
』
だ
と
指
摘
し
、
柴
田
博
子
「『
親

信
卿
記
』
と
平
親
信
」（『『
親
信
卿
記
』
の
研
究
』、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
五

年
）
も
そ
れ
を
補
強
し
て
い
る
。

（
３１
）
宮
崎
康
充
「
十
一
世
紀
の
検
非
違
使
佐
」（
古
代
学
協
会
編
『
後
期
摂
関
時
代

史
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）
は
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）

正
月
七
日
に
平
範
国
が
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
右
衛
門
権
佐

を
去
り
、
後
任
と
し
て
行
親
が
任
じ
ら
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
見
任
の
ま
ま

死
去
し
た
と
推
測
す
る
。
そ
の
後
宮
崎
康
允
編
『
検
非
違
使
補
任
』で
は
『
勘

例
』
を
根
拠
に
長
暦
二
年
正
月
に
検
非
違
使
（
右
衛
門
権
佐
）
に
任
じ
ら
れ

た
と
し
た
。
一
方
で
市
川
久
編
『
衛
門
府
補
任
』は
長
暦
元
年
十
一
月
五
日

に
任
じ
ら
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
な
お
平
範
国
が
右
衛
門
権
佐
と
し
て
確

実
に
み
え
る
の
は
、『
左
経
記
』
長
元
九
年
（
一
〇
三
六
）
五
月
十
九
日
条

か
ら
『
行
親
記
』
長
暦
元
年
七
月
二
四
日
条
ま
で
で
あ
る
。

（
３２
）
山
本
信
吉
「
行
親
記
解
説
」（
陽
明
叢
書
１７
『
平
記
・
大
府
記
・
永
昌
記
・
愚

昧
記
』）。

（
３３
）
松
薗
斉
「
家
記
の
構
造
」（『
日
記
の
家
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）。

（
３４
）『
平
安
遺
文
』
五
〇
七
号
、
五
一
八
号
、
五
一
九
号
、
五
一
七
号
、
五
〇
五

号
、
四
九
五
号
、
五
二
〇
号
、
六
〇
六
号
（
紙
背
の
配
列
順
）。

（
３５
）
こ
の
ほ
か
、
頼
通
周
辺
に
宛
て
た
と
み
ら
れ
る
某
年
二
月
二
十
日
「
安
芸
守

紀
宣
明
書
状
」（『
平
安
遺
文
』
四
六
一
一
号
）、
興
福
寺
政
所
宛
の
治
安
四
年

（
一
〇
二
四
）
三
月
九
日
「
興
福
寺
維
摩
会
菓
子
園
司
解
」（『
平
安
遺
文
』
四

九
七
号
）
な
ど
も
あ
る
。

（
３６
）
中
込
律
子
Ａ
論
文
。

（
３７
）
中
込
律
子
Ｂ
論
文
。

（
３８
）
桃
裕
行
『
上
代
学
制
の
研
究
〔
修
訂
版
〕』
第
三
章
「
平
安
時
代
後
期
の
学

制
の
衰
退
と
家
学
の
発
生
」（『
桃
裕
行
著
作
集
』
第
一
巻
、
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
四
年
、
原
著
初
版
一
九
四
七
年
）。

（
３９
）『
官
職
秘
抄
』
下
「
諸
道
官
明
経
博
士
」
お
よ
び
「
助
教
」
の
項
。

九
条
家
本
延
喜
式
紙
背
の
国
衙
関
係
文
書
と
国
司

一
二



（
４０
）
桃
裕
行
注
（
３８
）
前
掲
書
。

（
４１
）
中
込
律
子
Ｂ
論
文
。

（
４２
）『
本
朝
続
文
粋
』
巻
六
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
正
月
藤
原
敦
光
奏
状
。

（
４３
）『
勘
例
』、
宮
崎
康
允
編
『
国
司
補
任
』
第
四
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
〇

年
）。

（
４４
）『
弁
官
補
任
』
康
平
五
年
（
一
〇
六
二
）
条
、
同
六
年
条
。

（
４５
）『
平
安
遺
文
』
九
七
〇
号
、
東
寺
百
合
文
書
ヰ
。

（
４６
）
橘
俊
綱
は
多
く
の
和
歌
を
残
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
研
究
は
少
な
く

な
い
。
代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
真
鍋
煕
子
「
橘
俊
綱
考
―
そ
の
一
、

伝
記
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
平
安
文
学
研
究
』
二
五
、
一
九
六
〇
年
）、
同
「
橘

俊
綱
考
―
そ
の
二
、
俊
綱
の
周
辺
―
」（『
共
立
女
子
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』

四
、
一
九
六
〇
年
）、
吉
原
栄
徳
「
橘
俊
綱
と
そ
の
説
話
に
つ
い
て
」（『
薗
田

学
園
女
子
大
学
論
文
集
』
九
、
一
九
七
四
年
）、
高
橋
秀
樹
「
藤
原
頼
通
を

め
ぐ
る
養
子
関
係
」（『
日
本
歴
史
』
五
三
一
、
一
九
九
二
年
）、
木
本
久
子

「
藤
原
頼
通
の
実
子
―
養
子
に
出
さ
れ
た
俊
綱
・
定
綱
・
忠
綱
を
中
心
に
―
」

（『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
』
史
学
編
六
、
二
〇
〇
七

年
）
な
ど
。
橘
俊
遠
の
養
子
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
も
、
祇
子
が
俊
遠
と

「
相
具
し
」、
俊
綱
の
実
父
が
ど
ち
ら
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
時
期
の
誕
生
だ
っ

た
の
で
俊
遠
の
子
と
定
め
た
と
い
う
『
今
鏡
』
の
説
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
頼

通
の
正
妻
隆
姫
の
嫉
妬
、
頼
通
が
養
子
と
し
た
師
房
へ
の
配
慮
（
坂
本
賞
三

「
隆
姫
の
嫉
妬
」（『
日
本
歴
史
』
四
九
三
、
一
九
八
九
年
）、
同
「
村
上
源
氏

の
性
格
」（
前
掲
注
（
３１
）『
後
期
摂
関
時
代
史
の
研
究
』）、
同
『
藤
原
頼
通

の
時
代
』（
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
））
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
あ
る
が
、『
今
鏡
』

作
者
の
常
識
、
平
安
貴
族
社
会
の
常
識
を
超
え
た
措
置
で
あ
り
、
結
局
の
と

こ
ろ
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
高
橋
秀
樹
前
掲
論
文
）。

（
４７
）
高
橋
秀
樹
注
（
４６
）
前
掲
論
文
。

（
４８
）『
定
家
朝
臣
記
』
天
喜
六
年
二
月
五
日
条
、
同
康
平
四
年
七
月
二
十
一
日
条
。

（
４９
）『
百
錬
抄
』
天
喜
二
年
（
一
〇
五
四
）
二
月
十
六
日
条
。

（
５０
）『
中
右
記
』
嘉
保
元
年
（
一
〇
九
四
）
七
月
十
四
日
条
に
「
今
夕
入
道
橘
俊

綱
卒
去
、
年
六
十
七
、
正
四
位
上
修
理
大
夫
近
江
守
也
」
と
み
え
る
。

（
５１
）『
為
房
卿
記
』
承
暦
三
年
（
一
〇
七
九
）
三
月
二
十
五
日
条
、『
扶
桑
略
記
』

同
年
七
月
九
日
条
。

（
５２
）
中
原
師
平
の
外
記
在
任
時
期
に
つ
い
て
は
『
地
下
家
伝
』、
お
よ
び
井
上
幸

治
編
『
外
記
補
任
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

（
５３
）『
地
下
家
伝
』
中
原
師
任
条
に
は
、
永
承
二
年
（
一
〇
四
七
）
十
二
月
九
日

に
関
白
左
大
臣
政
所
別
当
に
な
っ
た
こ
と
が
み
え
る
。

（
５４
）『
地
下
家
伝
』
中
原
師
平
条
に
は
、「
同
年
（
延
久
四
年
）
七
月
七
日
、
為
関

白
前
太
」、「
年
七
月
廿
八
日
、
補
左
大
臣
家
政
所
」
と
み
え
る
（『
大
日
本

史
料
』
第
三
編
之
二
寛
治
五
年
九
月
十
七
日
条
所
引
文
）。
日
本
古
典
全
集

本
は
、
前
者
を
「
為
関
白
前
太
政
大
臣
家
別
当
」、
後
者
を
「
補
左
大
臣
家

政
所
別
当
」
と
補
っ
て
い
る
。

（
５５
）
松
園
斉
「
外
記
局
の
変
質
と
外
記
日
記
」（
注
（
３３
）
前
掲
書
所
収
）。

（
５６
）『
平
安
遺
文
』
四
三
七
号
。『
大
日
本
史
料
』
も
同
様
に
第
二
編
之
五

二
三

七
〜
二
八
九
頁
に
収
録
す
る
。

（
５７
）
泉
谷
康
夫
「
現
存
平
安
時
代
戸
籍
の
考
察
」（『
律
令
制
度
崩
壊
過
程
の
研
究
』、

一
九
七
二
年
、
初
出
一
九
五
八
年
）。

（
５８
）
延
喜
二
年
（
九
〇
二
）「
阿
波
国
板
野
郡
田
上
郷
戸
籍
」（『
平
安
遺
文
』
一
八

八
号
）、
延
喜
八
年
「
周
防
国
玖
珂
郷
戸
籍
」（『
平
安
遺
文
』
一
九
九
号
）
で

社
会
文
化
論
集

第
七
号

二
〇
一
一
年
三
月

一
三



は
い
ず
れ
も
、
戸
口
集
計
の
数
字
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
国
印
、

継
目
裏
書
も
存
在
す
る
。

（
５９
）
泉
谷
康
夫
注
（
５７
）
前
掲
論
文
、
平
田
耿
二
「
平
安
時
代
の
戸
籍
に
つ
い
て
」

（『
日
本
古
代
籍
帳
制
度
論
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
、
初
出
一
九
七

三
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
６０
）
田
中
稔
注
（
９
）
前
掲
論
文
。

（
６１
）
橋
倉
雄
二
注
（
１０
）
前
掲
論
文
。

（
６２
）
こ
れ
ら
は
一
定
の
基
準
で
書
き
分
け
た
と
す
る
よ
り
、
原
資
料
で
あ
る
長
徳

四
年
籍
か
ら
乱
雑
に
筆
写
し
た
結
果
と
み
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

（
６３
）
延
喜
二
年
（
九
〇
二
）「
阿
波
国
板
野
郡
田
上
郷
戸
籍
」（『
平
安
遺
文
』
一
八
八

号
）、
延
喜
八
年
「
周
防
国
玖
珂
郷
戸
籍
」（『
平
安
遺
文
』
一
九
九
号
）
に
は

い
ず
れ
も
国
印
、
継
目
裏
書
が
存
在
す
る
。

（
６４
）『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
三
月
四
日
条
に
讃
岐
守
と
し
て

み
え
る
。

（
６５
）『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
十
二
月
二
十
五
日
条
に
、
成
功

に
よ
り
二
ヶ
年
延
任
を
申
請
し
て
い
る
こ
と
が
み
え
る
が
、『
権
記
』
同
四

年
十
一
月
十
日
条
に
は
前
讃
岐
守
と
し
て
み
え
る
。
一
方
『
権
記
』
同
四
年

十
月
二
十
一
日
条
に
は
大
江
清
通
が
讃
岐
守
と
し
て
み
え
る
こ
と
に
よ
る
。

（
６６
）『
権
記
』
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
正
月
二
十
日
条
。

（
６７
）
寺
内
浩
「
道
長
・
頼
通
家
政
職
員
表
」（
前
掲
注
（
２４
）
表
）

（
６８
）
法
華
三
十
講
の
受
領
奉
仕
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
敏
弘
「
摂
関
期
に
お
け
る
家

司
受
領
の
存
在
形
態
と
在
地
支
配
」（『
中
世
成
立
期
の
荘
園
と
都
市
』、
東
京

堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
６９
）
大
江
清
通
は
『
権
記
』
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
十
月
二
十
一
日
条
、
同
五

年
九
月
十
三
日
条
、『
小
右
記
』
同
年
九
月
十
五
日
条
な
ど
に
讃
岐
守
と
み

え
、『
小
右
記
』
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
六
月
二
十
九
日
条
に
は
前
讃
岐

守
と
さ
れ
る
の
で
、
寛
弘
四
年
〜
七
・
八
年
こ
ろ
に
讃
岐
守
の
任
に
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

（
７０
）
源
済
政
は
、
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
三
月
五
日
に
讃
岐
守
に
任
じ
ら
れ
、

少
な
く
と
も
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
二
月
十
五
日
ま
で
見
任
で
あ
る
（『
小

右
記
』）。

（
７１
）
源
頼
国
は
、
治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）
十
一
月
十
三
日
に
讃
岐
守
見
任
で
あ

る
（『
権
記
』）。

（
７２
）
藤
原
邦
恒
は
、
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
六
月
八
日
に
讃
岐
守
に
任
じ
ら
れ

た
（『
春
記
』）。

（
７３
）
藤
原
隆
佐
は
、
天
喜
二
年
（
一
〇
五
三
）
二
月
二
十
三
日
に
讃
岐
守
に
任
じ

ら
れ
、
同
年
十
二
月
に
は
伊
予
守
に
遷
任
し
て
い
る
（『
公
卿
補
任
』
康
平

二
年
条
藤
原
隆
佐
尻
付
）。

付
記

本
稿
は
二
〇
〇
九
〜
一
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
諸

国
公
文
・
財
政
文
書
と
受
領
の
基
礎
的
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

九
条
家
本
延
喜
式
紙
背
の
国
衙
関
係
文
書
と
国
司

一
四


